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K i n j o  S p i r i t
金城スピリット

金城学院で活躍する
先生をピックアップ

カナダの家庭科に学ぶ
家族のあり方、多文化共生教育。

家族のカタチは、ひとつじゃない。

衣・食・住・家族・消費・保育など、家庭科は扱う範囲がとても広い

教科です。環境共生、高齢者と福祉など、いま私たちが直面して

いる課題もとりあげています。その中で私が主に力を入れているの

は「家族」に関する教育です。なぜ家族に興味を持ったかといえば、

中学校の現代社会の先生がとても面白い先生で、授業の中で色々

な国の家族のことや生活のことを教えてくださり、家族のカタチも

色々でいいんだと思ったことがひとつ。私の父親が心臓病で亡く

なってひとり親になり、その後母方の祖父母と一緒に生活をして、

家族のカタチが私の中で短いスパンで変化していき、自分の中に

劣等感のようなものがあったことも背景にあります。

初めてカナダ（ブリティッシュ・コロンビア州）に行ったのは大学2年

生の時。多文化社会のカナダに魅せられ、大学院もカナダに。当時

の日本の家庭科の教科書には家族とはこういうものですと書いて
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ネットショッピング疑似
体験サイト「レインボー
ショッピングモール」。
実際に品物が届かない
だけで、リアルな体験が
できると評判です。

家族で旅行に行き、ダイビングを楽しむこと。家族は

夫（カナダ人）と、長男、長女の４人。写真は沖縄の
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やりたいことは、まだまだたくさんあります（笑）。

横浜国立大学教育学部卒業、同大学院修士

課程修了。カナダのアルバータ大学大学院博

士課程修了。中学・高等学校教諭などを経て

2002年金城学院大学生活環境学部環境情報

学科専任講師。助教授、准教授を経て2012年

同大学院人間生活学研究科教授、同大生活

環境学部生活マネジメント学科教授。

所属学会：日本家政学会
日本家庭科教育学会
日本家族社会学会
日本消費者教育学会 ほか

上野 顕子 教授

上野先生の
趣味は

M y
F a v o r i t e

U E N O  A k i k o

金城学院大学　生活環境学部　
生活マネジメント学科教授

クマノミ発見！

上野先生の著書＆開発教材を

ご紹介します。

ネットショッピングを賢く利用しよう。

『家庭科ガイドブック』（共著）は、日本に来て
間もない小学生の子どもたちが、日本の家族や
衣食住を自分の母語で理解できるよう、日本語、
英語、中国語、ポルトガル語、フィリピノ語の
５ヶ国語で作成。

中学校
技術・家庭科用教科書
（東京書籍 /共著）

高等学校
家庭科教科書
（東京書籍 /共著）
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